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ずいぶん前のことだが、インド
地域研究と関係のない研究会で北インドの家族調査の結果を報告した時、 「大学や大学院卒業者が、なぜそんな仕事をしている か」と質問され 戸惑ったことがある。小さな露店に座る修士号をもった男性や学士号を持つリキシャーワーラー事例についての質問だと記憶している。私はこれらの事例を当たり前のこ と受け止めていたので、返答に戸惑った。おそらく質問者の頭には「小 校すら普及していないインドでは、大学卒はエリートな は」という前提があったのだろう。　
もちろん、インドの上級公務員
やグローバル企業 ビジネスマなどはおしなべて高学歴者である。しかし、高学歴者すべてが学歴相応の職を得ているわけで ない。失業やインフォーマルセクターの
仕事を強いられている者も多い。その理由は簡単で、高学歴者の数よりも彼ら向けの雇用の数が少ないためである。 こ ような大学 （高等教育）と雇用のリンケージ 不全は開発途上諸国でしばしばみられることであるが、インドの場合、古くから続く社会政策上の課題である。イギリスの社会学者Ｒ・Ｐ・ドーアは、一九七〇年代のインドを「大学卒バス車掌の発祥の地」と命名した（参考文献①） 。ドーアによると同じ現象は英領期にさかのぼり確認できるという。彼がインドを論じたのはちょうど独立後の教育普及の影響があらわれてきた時期であり、独立以前からの問題が深まりつつあるというのが彼の指摘であった。　
インド労働雇用省による二〇一
二年の若者（一五歳から二九歳）調査によれば大学卒者の三人に一













七六〇校） 、 「独立した教育機関／Standalone Institution 」 （同、一
万二二 校） 、 「被提携カレッジ／
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みられる。これらの 校 授業料（年額）は、安いところで一〇〇〇ルピー程度、多くの場合は数千ルピー程度（ワーラーナシー インフォーマルセクター労働者の月収くらい）とリーズナブルである。また、州政府の給付型奨学金により学費が軽減されている学生も少なくない。さらに、無試験で入可能な学校も多い。つまり、ワラーナシーの若者には、学校さえ選ばなければ、高等教育の門戸はそれなりに広く開かれているわけである。　
ただし、アクセスが容易な大学
は、様々な問題を抱えている。ずは、教育の質に問題のある学校、たとえば学校の怠慢によ 休講が繰り返される あるいは施設が非常に貧弱なところがかなりある。また、授業がまったく実施されず、時々の進級・卒業試験だけ行われるという、果たしてそ を教育機関と呼んでよいのかどうか怪しなる学校もある。さらに深刻なの
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家族」の若者である。なお、年齢は初めて出会った時のもので、名前は仮名である。　【マノージ／二二歳】
州立大学











無試験入 だった。学士修了後公務員（国鉄職員）試験を受けるも不合格で、他に仕事も見つからず、 別の大学（州立大学ＭＧＫＶ）の修士課程に進 した。ここでも奨学金を得ている。　
マノージとは二〇一六年九月と











Ｉ、職業教育学校）への進学 検討していた。ＩＴＩは基礎・中等教育修了者向けの学校で高学歴者向けではないが、キャンパスセレクションがあり就 のチャンス大きい。ただし、若 に人気のある政府系ＩＴＩは彼の成績では入学が難しいので、私立ＩＴＩを考えてい が、高 学費をどう捻出するかが悩みの種だといっていた。　
二〇一六年一二月に再会した時、
マノージは地元のマイクロファイナンス会社に勤務していた。一一月に就職したばかりだという。農村を巡回し貸付や集金をする仕事で、月給は七〇〇〇ルピーほどである。この職もまた親戚の紹介った。今回の職 はマノージはそ
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て変わった若者ではない。調査で出会うワーラーナシーの若者たち、とりわけ学力的にも経済的にも学位取得がそれほど難しくない大学の学生たちの多くは、学卒後、学校と労働市場の狭間でさまよっている。大 を卒業しても相応の仕事がなく、大 院や他 学校（時に民間の疑似ホワイトカラー職）を転々とし がら望む仕事と 出会いを待つ若者の典型がマノージである。また、 そ ような「待機」をする余裕がない者は、高学歴を持ちながらも、基礎教育修了者でも就ける家業やインフォーマルセクターの仕事に従事している。の典型がラフール そして、二人がＢＰＬ家族出身だと うことも重要であろう。高学歴者の就職難は大学就学率 低い時代は少数者に限られた経験であった。ところが大学がある程度普及した北インドの地方都市では今や貧困族にまですそ野を広げている。マノージらのような青年期の過ごし
方が、次第に多くの若い男性の経験になりつつあるわけである。　
最後に、こうした若者たちの姿
が研究や政策に対してどのような示唆を与えてくれるのかを整理しておきたい。まずは、教育と雇用のリンケージの不全の改善こそ、教育政策と労働政策の喫緊の課題であるという点である インドの大学は現在、地方都市の貧困家族出身の若者にまで門戸を開きつつある。その点で量的普及には成功しつつあるといえ 。しかし、かねてよりあった労働市場 の接合の不具合は、より深刻な形で顕在化している。インド政府は二〇二〇年までに大学就学率を三〇％とするという数値目標を掲げ 。今後も積極的に量的普及をすすめようとするならば、高学歴者の失業問題は、ま ますその存在感 大きくすることと るだろう。　
次いで、インドの若者論におけ
る検討課題も示唆してい ように思う。既にお気づきの方もい かもしれないが、この短文のタイトル「大学は出たけれど」は小津安二郎監督の映画 （一九二九年公開）から借りた。大学の普及がある程度進んだ昭和初期の日本でも高学歴者の失業が社会問題と っ 。
この問題は、その直後の戦争特需、そして戦後の高度経済成長により一旦消えるが、近年、低成長や非正規雇用の増加現象と絡みながら再び顕在化しつつある。実は、筆者はフィールドでマノージやラフールたちと話をするたびに 日本の戦前や現代の「就職 きない若者たち」イメージとのギャップを感じる。それは、日本の若者たちの内面や外からの評価の基調にある悲壮 がマノージたちの日常には感じられないことである。こ「就職できない若者たち」のニュアンスの違いは、おそらく日本とインドにおけ 「若者の自立」のニュアンスの違いに起因するもと思われるが、今 ところ研究はあまりすすんでいない（この点に関する近年の興味深い研究 して参考文献②をあげておく） 。　
三点目は筆者の関心である「貧
困と教育」に関わる論点である。開発研究では、学校教育を長く経験するこ は階層上昇（脱貧困）に正の影響を与えると一般的に言われている。 のこと インドでもマクロな観点からい ば正しい。しかし、マノージらの姿からは、学校教育のあり方次第では、必ずしもそうではないことがう がえ
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